
2010 年度数学教育学会秋季例会プログラム（第２報） 
＊最新情報は，数学教育学会ホームページにて公開いたします 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/mes/ 

日時  ２０１０年９月２３日（木）～２５日（土） 
  会場  名古屋大学大学院多元数理科学研究科 全学教育棟本館 

S1X 教室（第１会場）, S11 教室（第２会場）, S10 教室（第３会場） 
実行委員長 愛木豊彦   副実行委員長 黒田恭史 
実行委員  剣持信幸，島田啓子，二宮智子，峰村勝弘 
顧問  菱田俊明 

 
９月２３日（木）（受付時間 ９：１０―１５：００） 

 
９月２４日（金）（受付時間 ９：２０―１５：００） 

 第１会場 第２会場 第３会場 

9:30~12:00 初等中等数学教育分科会３ 数学教育方法論分科会 数学教育基礎論分科会 

13:00~14:00 
 

第１会場 総合講演Ⅰ  

統計教育の実践 ― 学会 SG「統計教育の新展開」の総括  

        三浦由己 （駿河台大学 名誉教授） 

14:10~15:10 
 

第１会場 総合講演 II  

新指導要領の意義   渡邊公夫 （早稲田大学 教授） 

15:20~16:50 第１会場 Ogarnized Session A 
   「小学校高学年の数学教育」 

 オーガナイザー：横地 清 
    （北京師範大学 客座教授） 

第２会場 Organized Session B 
「数学教育における統計」 
オーガナイザー：渡邊 公夫 

（早稲田大学 教授） 
17:00~17:50 第１会場  理事会、評議員会 
18:30~20:30                  懇親会 

 
９月２５日（土）（受付時間 ９：２０―１２：２０） 

 第１会場 第２会場 第３会場 

9:30~12:00 初等中等数学教育分科会４ 数学教育認知論分科会 情報教育分科会 

13:00~14:00    

 第１会場 第２会場 第３会場 
9:30~12:00  

大学院生部会 
 

初等中等数学教育分科会 大学数学教育分科会 

13:00~15:00 初等中等数学教育分科会２ 統計教育分科会 大学数学教育分科会２ 

15:10~17:40 
 

第１会場 シンポジウム 
「パラダイムの変換に挑む数学…生命科学のブレイクスルーを目指して…」 

コーディネータ 落合卓四郎 (数学教育学会会長，日本体育大学教授） 
  パネリスト   堀田凱樹 （大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構長） 

近藤 滋 （大阪大学大学院生命機能研究科 教授）(交渉予定) 
織田 孝幸（東京大学大学院数理科学研究科 教授）（交渉予定） 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/mes/�


◆分科会担当者および問い合わせ先 E-mail： 
分科会①：初等中等数学教育分科会 

植野義明(ueno@gen.t-kougei.ac.jp)，及川久遠，井上雅喜，竹歳賢一 
分科会②：数学教育基礎論分科会 

 鈴木正彦(msuzuki@cc.osaka-kyoiku.ac.jp)，松宮哲夫 
分科会③：数学教育認知論分科会 

守屋誠司(smoriya@edu.tamagawa.ac.jp)，黒田恭史，渡邉伸樹 
分科会④：数学教育方法論 

栗原秀幸，西谷 泉(nisitani@edu.gunma-u.ac.jp) 
分科会⑤：統計教育分科会 

   二宮智子(ninomiya@bus.tamagawa.ac.jp)，三浦由己，竹内光悦 
分科会⑥：大学数学教育分科会 

渡辺信(watanabe@scc.u-tokai.ac.jp)，石垣春夫，峰村勝弘，鈴木俊夫 
分科会⑦：情報教育分科会 

島田啓子，船倉武夫(tfunakura@cis.ac.jp)，馬場伊美子 
  大学院生部会 
        鈴木正彦, 剣持信幸、黒田恭史(y-kuroda@bukkyo-u.ac.jp)  
 
◆参加費： 2,000 円 
◆発表論文送付締切： ２０１０年８月２３日（月）到着厳守 
下記の 発表論文原稿書式（２） を用いて，Microsoft Word で作成し，Word ファイルを発表論文送付先

E-mail アドレスへ添付ファイルにて送信ください。併せて，PDF ファイルも添付いただけますと幸いで

す（図版，レイアウト確認のため）。 
なお，Word での送付が困難（Word 以外のソフトウェアでの作成，紙媒体での郵送等）などの場合につ

きましては，別途，発表論文送付先（峰村）まで，予めご相談ください。 
（発表申込書式（１）および 発表論文原稿書式（２） は Word による ひな型 をホームページから

ダウンロードできるようになりました） 
 

◆発表論文送付先  〒112-8681  東京都文京区目白台 2-8-1  
日本女子大学 理学部 数物科学科  峰村勝弘 

          TEL：03-5981-3638（研究室） 
          E-mail：minemura@fc.jwu.ac.jp 
 
◆問い合わせ先   〒112-8681  東京都文京区目白台 2-8-1  

日本女子大学 理学部 数物科学科  峰村勝弘 
          TEL：03-5981-3638（研究室） 
          E-mail：minemura@fc.jwu.ac.jp 
 
◆例会中の緊急連絡について（受付は，9 月 22 日(水)より開始し，25 日(土)に終了いたします） 
  例会の発表が病気などの理由により変更が必要になった場合は，電子メールで，件名に「緊急」 
と書き，本文に理由 等を書いて，mesj.office@gmail.com 宛にお送りください． 
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１．サイズ…Ａ４版 

２．ページ数…原則３ページ 

３．原稿の書式（以下の通りです） 

余白２０ｍｍ 

概要： □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

(1 行あける） 
検索語： ３，４語程度 

(1 行あける） 

余白 余白 
２５ｍｍ ２５ｍｍ 

余白３０ｍｍ 

４．原稿締め切り期日… ２０１０年８月２３日(月) 必着 
(注）期日に間に合わない場合，論文集に載せられないことがあります。 

５．原稿送付先 

〒112-8681  東京都文京区目白台 2-8-1 
日本女子大学 理学部 数物科学科 

 峰村勝弘 宛 
E-mail: minemura@fc.jwu.ac.jp 
TEL  03-5981-3638（研究室）  

６．特に発展性のある発表に関しては，本人の自由投稿以外にも，それを認めた分科会担当者から， 
  「学会誌」への推薦を行うことがあります。 

                 E-mail： ＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  発 表 題 目 

2010 年度数学教育学会 秋季例会発表論文集   

２０１０年度 数学教育学会秋季例会 発表論文原稿書式（２） 

                 所属             氏名 

200 字程度 

連絡先は住所 ,TEL,FAX, 
などでも構いません。 

本文 

（ 2 段組）（ 1 段の文字数 20 ～ 22 文字，行数４５～ 48 行程度） 

大学院生部会の場合，大学院 
生，指導教員の順にしてくださ 

mailto:minemura@fc.jwu.ac.jp�

